
漢字簡略化の“大躍進”

伊  井 健一郎

はじめに

 本年1月9日付『毎日新聞』は，香港特派員の「略字の乱造批判」と題す

る記事を掲載した。副題の「文革で急増2，300字に」は，しかし事実に反する。

「文革」は，66年から76年までの期間を指す。そして2，238字の「簡化字総表」

が公布されたのは，1964年であった。77年12月の第二次漢字甲骨方案（草案）

も必ずしも紅衛兵の「乱発」したものとは限らない。

 建国初期つとに，毛沢東は指摘している：1）漢字の数量も大いにへらさな

くてはならない（簡縮）。形体上および数量の面から同時に簡素化して（精簡）

はじめて，簡略化といえる。漢字の簡略化は，とりわけ「世界共通の表音文

字の方向を歩むための準備をしている」のであり，「当面の応用に便利なよう

に適切な措置として」2）位置づけられている。

 1956年に「漢字簡化方案」が公布され，64年の「総表」が今日まで通用し

ている正字である。それ以降，全国の各分野からあたかも，第二次草案に向

けるかのように，種々の貴重な意見が出された。今日，第二次草案は試用停

止になっているが，今一度当時提起されたいくつかの意見を列挙して考えて

みるのも，まんざら無意味とは思えない。

1．同音代替，同音仮借

形声字は，甲骨文のときには20％に至らなかったが，現在漢字総数の90％以

注1）『漢字的整理和簡化』，文字改革出版社，1974年，38ページ。

 2）徐仲華「読第二次漢字簡化方案（草案）」，『中国語文』1978年1号，65ページ。
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上を占めている。3）しかし簡略化において，そして字数の精選において，同音

代替の果す役割は大きい。まずこの方法についてふり返ってみよう。

 1．簡体字，同音代替字は，唐宋以来の漢字発展の主要な内容であった。

それは民間に大量に出現し，社会の底辺でのみ流行した。これらの漢字発展

の新しい要素は，文字が人民大衆の創造であることを証明している。民衆の

創造した同音代替字には，面（麺），几（幾），汗（漢），同（銅），姜（董）

等がある。4）

 2．同音仮借の方法で，漢字の数量を精選する。5）現在，同音仮借の方法は，

大衆の間で流行している。電気工は括座のことを叉坐と書き，農民は括秩を

叉秩と書く。人々はソケット，田植えをする，とその意味がわかり，誤解は生

じていない。葉色，樫吝，彗星等は，同音字で代替できる。これらの字は，

わずかに複音節複合語の中の語素であり，語をはなれるとこの字はその意味

を失う。里負，千吝，重星と書いたとしても，誤解は生じない。また油島，

蛆矧，請芦，革兀革拉等を悉率，丘引，胡声，兀拉と改めても悪くはない。（注：
             o
①は第二次草案第一表に登場したことを示す，以下同じ）。，

 3．意味の混同を起こさないとの前提のもとで，斗（門），午（舞）などを
                           o
採用する。6）音の近い字か同音字でないものもある，たとえば人々は，桔で橘
                               o
に代えている。（本来前者はji6後者はj丘と発音する）。使うのに便利であり，

字句の構造上意味の混同が生じないのであれぼ，このような方法もよい。桔

子汁谷（オレンジジュース）と『人民中国』（86年1月号）の旅行会話篇にも

紹介されている。桔はここで二字両前となる。

 4．圭（藍，藍），午，令（齢），迂（遇）などは，実際に応用するとき，
   o o     o
単独で現われることはほとんどなく，その他の字と一緒に使われるから，意

味上の混同は起きないであろう。圭花，圭天，蓋球，中言，午躇，命令，年

3）『光明日報』『1977．9．22。

4）王伯煕「孔老二是反対漢字改革的祖師爺」，『深入批林批孔促進文字改革』1974年，

24ページ。

5）撫順電器設備廠張勝林「採用多種方法簡化漢字」，前掲『漢字的整理和簡化』。

6）国朋「談群衆簡化漢字的方法」，同上書14ページ。
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令，迂回，遭迂などの例である。7）

 5．余分の同音で，意味の近い字をまとめる。たとえば杵は木製の粁であ
                          o
り，竿は竹製の杵であり，秤は作物の粁を表わしている。また瘡癖は，皮膚

にできた習癖を表わし，吃謎は泥土の疹癖を表わし，多乞多迭は糸あるいは太な

わの疹癖を表わし，略塔は粉食品あるいは野菜の瘡痔を表わすが，これで三
         Cb一 1
種類のgedaを代表させる。（注：②一1は第二次草案の二表を表わす，以下

同じ）。木製の粁を木戸と言い，竹秤，片月，麦秤などと呼ぶ。それらのちが

いは，すでに語によって表現されており，文字記号上で区別する必要はない。8）

 56年公布の方案の中で，簡略化された544の繁体字のうち，104字は同音代

替の方法でなされた。今なお大衆は，この方法を用いて簡略化を行っている。

たとえば太（泰），元（圓），午（舞），圭（藍，藍）等。
    0
 6．球形で隆起したものはgedaというが，この言葉はその用途が広い。土

g6da，山g6da，平平g6da，銭 g6da，面g6da，菜g6da……など。話しこと

ばでは，完全に同音であり，意味も同じだが，漢字の書き方がちがう。

 ものの端をshaoというが，木の場合梢と書き，船では舶と書く。

 主体から分かれたのをchaというが，河流では収；木では枳，衣服では被

と書き，少し広く使われるのは盆であり，盆路，打Al盆などという。こうし

た例の漢字を書くときの区別は，不必要であり不合理であり，とり消すべき

である。9）

 人々は漢字の畔引（意符）の束縛を打ち破り，大胆に同音仮借を用いてい

るが，これは支持され賞賛されるべきである。例：津具→太9，猴→勾，六

野→九菜等。

 7．いわゆる同音字の合併とは，同じ声母，同じ三隅，同じ声調の一組の

字をその中の一つあるいはいくつかから残し，その他の字をへらすのである。

一漢字は口語の一音節を代表し，共通語には1，300ぐらいの音節があるだけだ。

7）青海省西寧市第一中学林西「簡化漢字要多用同音假借的方法」，同上書25ページ。

8）丁田「漢字字数必須進一歩精選」，同上書46ページ。

9）南京大学中文系語言教研組「従語言和文字的関係看漢字整理」，同上書49ページ。
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たとえば文，蚊，要，蚊，紋，同，閏，こうした同音字の組（声母w，韻母

en，声調陽平）は，一定の原則10）にもとづいて，そのうちの一つあるいはいく

つかを残し，その他のいくつかをへらす。

 1）用法の異なる同音字は合併できる。たとえば扁，匠の二字は同音で，

扁は形容詞であり，句の中では通常，修飾語，補語，形容詞性述語となる。

a．我白滝挫云誤李師傅。（私は平やすりを李師匠にわたす）

b．不要添字写扁了。（字を平たく書くな）

c．綱板当今平。（鋼板は平たく薄くてしかも凹凸がない）。匠は名詞で，文中

 では通常主語，目的語となる。

d．逮内匠是赤頭軍属的。（この扁額は軍人の家族に送ったものである）

e．用金子写匠。（金で扁額を書く）

この例から，二つの占める語法上の位置はお互いに異なる。こうした情況下

では，たとえ扁と書いても，その意味は誤解を生むことがあり得ない。
      o
 また感心猷の三つの同音語のうち，太は副詞で，泰は文語で一般に成語に

残っているのみである；猷は名詞であり主語か目的語として有機化合物の一

種などと用いられる。これらを太と書いても意味のちがいは起こらない。た

とえば貯，狩，梓の三字は，いずれも語素であり，それはそれぞれ別の語素

と結合して，UT貯，狸狩，梓檬とな5ではじめて語といえる。もしも宇と書

けば，このような多音語は，具体的ことばの環境の中で，その意味の理解に

影響せず，たとえ孤立して書いてもその意味のちがいは起こらない。

 2）用法の同じ同音字は，一般に合併できない。

a．逮奈洲人口稠密。（この中州は人口が稠密だ） 州（zh6u）

b．湖論評満了。（湖は水がいっぱいになった） 壷（hti）

C．fホ画帳ム咽P （君は何を採集するのか） 踪（踏む）（cai）

 3）古音のちがう字は，一般に合併できない。11）茶と察，愼と蟹など。

10）王克仲，管嬰初，麦梅麹「通用漢字的数量能否簡縮一半？」，同上書55ページ。．

11）南京師範学院張薙「対同音字去留原則的意見」，同上書67ページ。ここで同音字の合

 併は，古音を考慮すべきでないとする。
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 8．意味が近く，一般大衆が使いにくい同音字は合併できる。12）

績，枳は枳に合併できる（成枳，寸寸）

輯，集は集  〃  （編集，集体）'

瀞，貌，秒は秒  〃  （秒小，今年，分秒）
      ＠一1
辮，赴は赴  〃  （三面，追赴）
    ＠一1
 不必要な偏労はなくしてよい。簡略化された字をあげてみる：下伏，告戒，
                             0」一1 ＠一1
遣責；雷廷，下司；刃貫，丘引，科斗，寓巴，多匡；波多，胡戸；沙負，声
重浬tr，'嬰武路婿蒙，箕郎㍉鳳息簑！…類似例は多い。

     tCll）一 1

 地名の中の見慣れない字は，常用字に改めるべきである。この簡略化は国

務院がすでに一部門批准してある。13）しかし県，市クラスの名称だけでも，簡

略化を必要とするのは，少なくとも百五十余はある。

 現代人の姓名のうち，見慣れない字は常用字に改めるべきである。例：昊

一浩，王玉一決，曄一並，燈一票，弼一必，補一上等。

 その他混同を起こさない同音字は，合併してよい。たとえぼ辮，辮，辮→・

弁 （弁泥，弁別，弁子）；韮菜→久菜；蕩枝→野冊；下半→花亦；付，傅，
＠一1

副，附→付
    ＠一1， 0

 9．次のような連綿字は，その平臥をとって簡略化できる。例：珊瑠，解

霧，糖鞘，膨湖→代冒，辟厨，鹿声，彰胡。また雰，露，窪，需，香等も秀，

路，淫，浦，肖等と簡略化できるはずである。14）

 10．yuanと読む字には，元旦，公圃，草原，演貝，源泉，垣下などがある

が，いずれもその用法が異なる。もしも元ですべてを代表できたらたしかに

便利である。同音代替は，漢字が音幻化へ歩むための準備的措置である。そ

れは漢字の表音の要素をふやし音標文字化のために，思想的世論準備をして

いるといえる。

12）肖業倫「圧縮通用漢字的数量」，同上書61ページ。

13）『簡化字総表』（64年発表，'77．12印刷）の附録。

14）漸江省天台県山河中学通経鳴「同音代替是精簡字数的好方法」，前掲『漢字的整理和

 簡化』。
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 古代の勤労人民は，文字創造のときすでに，同音代替あるいは同音仮借の

方法を用いている。甲骨文の中の其は，番箕（U）を描いて表わすのである。

其は当時の意味は是否であって，其風は是否刮凡を意味していた。元来其の

意味はかなり抽象的だったので書けなかった。それであっさり番地を借りて

代替したのである。15）

 あるとき，火房で伏房にかえ，子細16）で仔細にかえることが提案された。文

字は本来孤立的にあるのではなく，一定の言語環境の中で，文の前後とつな

がって用いられるものであるから，決して誤解を生むことはないのである。

 11．筆画の多い繁雑な字は，同音か音の近い字で代替する。例：鼓i舞を古

午に，装を庄に，泰を太に，嘉を加に，奨を凡に，齢を今に改める等。17）

 12．大衆の間では，師傅，副班長を師付，付班長と書くことは常となって

おり，何ら疑うものもない。掠・勺・虜・代・並等は，それぞれ捻杓，携，
                   ＠一1 O             ＠一1¢                 o
戴墨袋，富農革巴等にとってかわっている。また麟麟，蜥虫斗を六オド，科斗と略

す。代替法による簡略字は，《新華字典》で代替可能だと明確に規定している。

掠（手金），勺（杓），扇（煽，煽），滑（猪），虜（嬬），換（惨），夫（侠），扁

         Q   ” ' （1）（篇，編）等。介芽（芥菜），旦煎（蛋樵），井寅（警察），テ辺（街道）など

        CD （D ¢ （i）の簡体字も，魯迅がまさしく指摘したようにCt文字は文章として使われたら，

意味は明らかになるのである”。18）

 13．谷，跳午，圭球などで，谷は山谷とか谷物を表わすというのでなく，

ただgif音のみを表わし，午は時間を表わさずただwif音のみを表わし，当は

色を表わさずただlanの音を表わすだけである。多くの二音節語は，半音化を

実行したらよい。芦一声苓：声一声山，茅声：游一直州：梢一黄声桝，傾一

声骨：炉一声重（1丘の例）

  華一平瓦  鰻鯨訂負一命曲角

15）『光明日報』1974．10．25。

16）香坂順一，太田辰夫著『現代中日辞典』ではすでに採用されている。

17）南京鉄路分局西帖文字改革座談会紀要「簡化漢字就是好」，『光明日報』1974．6．25。

18）山東師範学院中文系七四級工農兵学員和教師「人民群衆簡化漢字的洪流不可阻描」，

 『光明日報』1975．8．10。

138 一



1986年6月 伊井健一郎：漢字簡略化の“大躍進”

  韮一九菜  島柏村一二二二

  盤一当球  淳泊三一乎陀河

  鯨一京色  イ勾倭病一心委病

  ロ卑一皮酒  海谷琴一同耶琴

 二音節語のうち使用頻度の低い，派生能力の低い語素は，できるだけ同音

代替を用いる。活惚（称舵），房陀（房柁），泥張子（泥蛭子），斬新（番新），

虚円（岡「］）等。19）
C．？．）一 1

 14．いくつかの字のうち意味のへだたりのかなり大きいものは，そのうち

の一つで代替しても誤解は生じない。阿で咽（感嘆詞，語気助詞）にかえ，

登で喧，鐙，鐙等に，曼で漫，漫，爆，堤，慢，蔓，痩等にかえる。また青廷，
                                 ②一ユ
嬰武，里謡等もその例である。

 形体の簡単な字で，複雑な字にかえる。代，丹，相，粁，肖，序，オ，背，

決（戴蟹隈遠位賭裁鑑査）等がその例である。20）

 筆画は少ないがあまり常用でない字による代替の例：遺，御，逸，突（始

取換凸）等。

 いくつかの同音字は，類と種の関係にあり，合併か包括が可能である。子
                                  o
一丸，撒一洒。

 ある多音字は，一つの擬音である字に代替し，別の読音は別の字で代替す

る。飼草，濠倒でlitioは了を用い，澄をlioと読むときは游で代替する例で

ある。

 少数の字は，現代字となっていない偏勇で原字に代替できる。例：某（喋

喋牒蝶），葦（峰蜂峰逢），昌 （掲新畑）等。
    ＠一3
 15．字音から出発して，同音代替と簡略化，声符の改善を実行するのは，

漢字が音標化の方向に向かうのに適合しており，大いに潜在力がある。21）斗，

萢，丑，午，元，付，畑島。

19）旅大市第一中学李航「多用同音代替簡縮漢字数量」，『光明日報』1975．1．17。

20）胡双宝「同音代替漏精簡漢字字数的重要途そ璽」，『光明日報』1974．11．25。

21）徐青「従字音和字義的関係談漢字改革」，『光明日報』1975．4．10。
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 16．午，上（鏑），達（練），旦，蓋，；］（凋彫調）等。これらは簡体字が

     O ＠一1 ＠一1次第に単純な音節符号へと向かっており，もはやある特定のことばの専用で

ないことを示す。つまり代替できる範囲内において，直接字音にたよって，

人々は字義を区別できるのであり，字形によらずに字義を区別できる。同音

代替は，字数と筆画をへらす重要な道程であり，表音機能を強める有力な手

段でもある。それは望文主義（文字面だけで意味を解釈する）の伝統的習慣

を打破し，tt文字表音”22）の科学的観念をうちたでるのにも有利である。

 17．流言k（蛮）i吾23》，挺（艇）而三二，名付（副）其実，魑魅囲丙（魍

魎）のような成語にも同音代替による簡略体は登場する。令，元，午，子，

介（界，解），太（泰，岱），上等も日常生活でひんぱんに使われる。その他

地名，人名等見慣れない字でも通用する。24）寿（頴），李（蚕），退（荏），葦

（嵐），玉（燈），古（蝦），酒G隻），械（墜），玉（幸）等。

 18．黒板や大字報で井（山場），江（三二）などをよく見かけた。姜（葺），

将，江，荘，虹，橿，優，彊，須 （鞍）などは，いずれも同音であり江で代
                               o
替してよい。25）

 19．同音合併は，漢字精選の主な方法である。干，午，堂などのように，

意味が混同しないとの前提のもとで，二つ以上の同音字（三民，二三が同じ）

．を一字にして，一つあるいはいくつかの字をへらしていく。

 1）意味を表わす偏勇をなくす。糊，請，醐，燗，瑚，醐，瑚，糊の八字

は，その二言はみたところ異なる意味を表わしているが，応用のときには，

その異なる環境により，三三がなくても事物の区別を明白にさせ得る。胡で
                                o
代替する。26）

 2）意味を表わす偏労をかえる。陀，泊，培，酷，陀，路駝，蛇，柁，

22）郡純，項徽「加強漢字的表音功能」，『光明日報』1975．11．7。

23）『漢語成語小詞典』（第三次修訂本），商務印書館，1972年。「輩はkと同じ，挺は挺

 とは書けない。」

24）高天如「簡化漢字要注意表音作用」，『光明日報』1974．12．25。

25）内蒙古軍区某部種志祥「繁難字可適当地用同音字代替」，『光明日報』1974．5．10。

26）科学院「精簡漢字字数的一次嘗試」，『光明日報』1977．8．12。
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佗，匙の例。陀の偏光の意味が明白でなく，このぐ塙”が限定する範囲もか

なりあいまいだから，この字で10字を代表させる。できるだけ意味の不明な

偏労をもつ字を選んで，偏勇の意味の明らかな字に合併する。

 3）意味の近い字に合併する。同一音節中で，ある字は意味が近いか同じ

だと一つにできる。憤を葱に，瞼を看にする例。浩と契，吸と窮の字義は同
           o
じである。

 4）字形・字義の無関係な合併。豚と屯，韮と缶，午躇，弁詑などは，広

範に流行して受けいれられている。また鰹鋸は理事に，27）魑魅は貴昧と書かれ

る。ここでは以前の視覚現象は破られたが，正しい読み方は以前にはできな

かったことである。

 以上具体例をひろってきたが，漢字の簡略化には，このように「省略の方

法と変化の方法があると総括できる。」28）わけても同音代替法の運用は，文字

を簡略化に向かわせる極めてよい方法である。それは字体の繁殖をコントロ

ールでき，字数が多すぎないようにすることができる。元，斗，仇，谷，号，

洋帆は同音字あるいは異体字を採用したものである。手，后，面，里，姜，

松，丑，迭等もその例である。

 複音節語単位の場合に，あるいは単独語で使用する文字でも，前後の関係

で他との混同が起きない場合には，大衆は大胆に同音代替の方法を採用して

いる。豆付，無職，井干，＄占，導電などの例。29）

II形成文字

 一つの形労（意符）に一つの声労（音符）を加えて構成する漢字は，形声

文字といわれる。

 1．耀は元来形声文字であった。もしもその音符e理”にもとづいて読む

27）前掲『現代中日辞典』坑愴就是一口。（がぶりと一口で食べてしまった）。

28）張世禄『漢字改革的理論和実践』，文字改革出版社，1957年，49ページ。

29）香坂順一「文字改革の背景」，『中国語』1975年，12月号。
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と，zh6iかdiとなる。そこで大衆は音符をかえて妖とした。また犠は筆画が
                      o
多くて書きづらいので，音符をかえて栖と簡略化した。その他に表音作用を

失った鼠返と筆画の多い音符を一緒にとって，新たな字を作った。驚を椋に

した例である。音符として筆画の簡単な同音字がさがせない場合は，音の近

い字を用い，廃を庁にしたりする例がある。30）

 2．形声文字は，意味をもった図形と言葉として発音した音声とを組み合

わせたものだ，と定義されるが，現在においては，すでにその機能を失って

いるものが非常に多い。たとえば，梅，音声要素の毎は今日「ばい」と読ま

ずに「まい」と読む。中国語ではm6iとm6iの同音異調である。

 持，江，忘などが形声文字の例であるが，ここにわが国の学習漢字996字（小

学1～6年）を分類した表を一部紹介する。31）形声文字の多いことがわかる。

             日本の学習漢字

象 形

指事
象形指事

△  立万  ，冒、

形 声

会意形声

115

 7

22（久示など）

138

455

259（出現など）

 われわれが使う何千という漢字は，その大部分がいわゆる形声文字である。

渦を例にとれぼ，それは学と局から成る。？は水に関することを表わし，昌

は音を表わす。渦と蝸は音符が同じである。それは意味的にも同一の語であ

るはずだ。そう考えると，うずとかたつむりとは，巻いている水と巻いてい

る殼とを表わし，まるく巻くという点で共通である。その共通点をRが表現す

るとみることができよう。32）形声文字は，漢字のワク内では表音字であるとも

いえよう。したがって読みやすく便利であり，簡略化の中でも大きな位置を

30）張世禄，前掲書，14ページ。

31）渡辺茂『漢字と図形』，日本放送出版協会，1976年，68ページ。

32）大野晋『日本語をさかのぼる』，岩波書店，1974年，67ページ。

142



1986年6月 伊井健一郎＝漢字簡略化の“大躍進”

占める。

 3．音符を交換，簡略化する方法で，形体上から簡略化する。犠の音符を

同音の西に，襯の音符を音の近い寸で代替する。壌→填，爆→灯，道→刀，
                            （i）
慢→↑万，褥→杁，機→机などで，机は定着した正字である。
  Ll／〉

 工場では人名を雫（霞）と書いており，イ下，迂，日下， 芋（假，遽，暇，葭）
                      ＠一2
などと書けば，人々の歓迎をうけるかもしれない。A，林のように，音符の

ある部分を省くのも簡略化法の一つである。

 意符を交換，簡略化する方法で，形体上から簡略化する。願の頁を心で代

替，憾とする，航の骨を月の部分のみ残し航とする。また猫が猫に簡略化で

きるなら，材，狗，狢などと簡略化できるはずである。33）
         ＠一8
 また筆画の多い，音符でない字を筆画め少ない音符の字にかえる。隼（華），

単（畢），迅（遅）などの例である。

 4．意符をかえて，四隣の二字を和楷にする。34）褒を袖にする。意符，音符

をかえて，饗を明（tao）にかえる。このような形声文字が初め社会で流行し

たときには，Ct俗字”と非難されたが，民間ではやったのは，まさにこれらの

tC

ｭ字”であった。35）

 5．誤解を招かないという前提のもとで，いくらかの形声文字の意符をと

ったらよい。36）合合（給），井（β井），左（佐），取（姿），晃（幌），胡（請），

       o ' o
盆（浴）など。とりわけ二音節語（単純語）は，なおのことこのようにして

よい。二字は分けられず，たとえ義符をとっても，その他の語と混同しにく

いからである。早引，末利（茉莉），科斗，鹿戸，二戸など。囲は古代には象

形文字だったが，後に亡（表音）と糸（表意）が加わって，網となったが，

56年差方案」で元の状況にもどったのは非常によい。

 6．漢字の80～90％は形声文字であるという。筆画をへらす問題はよく語

33）撫順電器設備廠張勝林，前掲論文。

34）『辞典』に採用されている。

35）生馴「従漢字発展談漢字簡化」，『漢字的整理和簡化』。

36）青海省西寧市第一中学林西，前掲論文。
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られる，表音の明確さの問題について考えてみよう。芝，恒，イ乙など，半分

わかりさえずれば，声調をつけたらそれでよかった。ところが《容易懐錯白

字》（北京人民出版社）の統計によると，読みちがえやすい428字（多音字は

除く）中，形声文字は246字を占め57％以上である。37）

 こうした繁体形声言は，新しい音符にかえたらよい。沈，忙，忌、，筐等。
                         ＠  o  o  o
迂qian，粁xian， ff jian，粁chanの四字のうち，後者三字は千を音符とせ

ずに合理的に簡略化できるなら，誤読をへらすのに大いに有利となるであろ

う。音を表わさない音符がわざわいしている例は，まだ少なくない。破綻～鈷
                                 ＠一2
直立～八白停滞～沢谷の例である。
   ＠一2
 7．漢字簡略化の形声問題については，形体の簡単な声符を用いて形体の

複雑な面心にかえて，声符の音標の正確さを求めることは，すでに主張され

ている。しかしたとえば前述の6．の中で，無理に妊を 尖と書き，多千を多義と，

'1千を梓と書くとしたら，大部分の人はおそらく賛成しないであろう。肝粁粁

などは，少数の人が一時の主観によって想いついたのではなく，広範な大衆

の長期にわたる筆記を基礎として確定したものである。とりわけ国の正式の

公布38）を経て以後は，すでに広範な大衆によって受けいれられている。39）だか

らすでに正式に通用している簡体字においては，個別的な混乱をおこしやす

い字以外は，いずれも声符の改変を急いではならない。

 鉦，江，河，伯，英などは，その声符の音声記号が正確か否かを問わず，

再度簡略化しなくてよい。一般大衆が熟知しているからである。優一伏の例。'

56年「方案」のころまだ公布していないのに，多くの大衆が使っていた例：

茎，灯，またある字のむつかしい部分を簡単な符号にかえて叙，几などとし

た。現はもう形声ではない。

 形声文字の鮮血（表意符号）について。軍の義符四，都の義磁区が囲と巴

37）貴州省貴定師範学校徐成森「浅談簡化漢字的形声問題」，『漢字的整理和簡化』。

38）1956年公布の『漢字簡化方案』，それぞれ第二表，第一表の脚注，第一表，第一表に

 登場する。

39）穆変「対具体問題要傲具体分析～也談簡化漢字的形声問題」，『漢字的整理和簡化』
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から変化したものだということは，今日あまり知られていない。簡は元来竹

簡を指すものだったことを知る人も少ない。形声字の義符は，すでに表意作

用をなくし，ある字の形体と他の字とを区別するしるしにすぎない。あるも

のはさらに簡単な符号に改めることカs'できる・簡・答は離蔚に・焦照を

隻，超に書ける。

 余った義符はとり除ける。梁（櫟），豊（彊）の例。余分のようでもとり除

けないものもある，暮は本来莫（鋤と書いた。現在莫と暮は，二字となり

同音でなく，同義でもない。だから暮の下部の日は残すべきである。

 8．回忌の筆画が多いと，筆画の少ない同音か近い音の声符で代替するか，

あっさりと簡単な符号で代替する。辺，鉦（鎮），坂か±±（壌），沈，町，汀
                        o           o
志，渤（勤）などの例。40）字の音，形にもとづいて，元の字の部分的筆画を改
。

める。しかしその字の元来の特徴は残すやり方である。初，P＿，弗（費），
                         0 ＠一3
新，米卜（糎）の例。

0
 9．偏勇の数をへらし，偏労自体の筆画を簡略化するために，多くの方法

がとられている。あまり常用でない段三三寮雍を下，ち，差，了，用で代替
                        ＠一8 ＠一8
し，現代漢字でその意味の区別しにくい偏労ネネ，＊小，双奴等をそれぞれ

ネ，小， に合併する。常用で筆画の多い偏門門麻下弓里下等は，兎，麻，
＠一8 ＠一8
丙，六，昼，下等と簡略化する。菜塙憧等はそれぞれ茅，洋，恪等と書かれ
＠一8                          0  0
る。形声字の丁丁の音声記号の正確さを考え，二二は動，初とし，陸は阻と

略す。41）

 10．形声文字の声門を簡略化するか改善して，糎，淘，郎等とする。形声

字の声符簡略後，類推の方法を用いて，この声符の使用頻度を高め，漢字の

音標作用をふやす。迂，痔はすでに公布されており，打，イ了，汀，等等とい
                          o     o
うふうに大衆は簡略化している。また字形から着目して，いくつかの難字を

ひき続き簡略化することもできる：ダ，三等は相当に流行している。42）
                ¢  ¢

40）『光明日報』1974．6．25。

41）同上，1975．8．10。

42）同上，1975．4．10。
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 11．義符をとり声符を残すことは，元の形声字を改造し，新簡化字の表音

機能をます措置の一つである。山雨紀→巴，ロ丁BT釘革丁→丁，二三三目匡椎→匡

                         Ol' ' ＠一1
とする。大多数の義符は，すでに表意作用を失っている。たとえば彩虹と虫，

柴脳ど月とは直接の関係はない。多くの形声字において，義符は単純に意味

を表わすというよりは，むしろ同時に表音作用を果すといった方がよい。43）

 義符省略という伝統的方法があるが，形声字の簡略化に義符を残して区別

を示す。この形声字がもう一つの形声字の声符に充当するときは，その義符

を省略してよい。例：意は忌、と簡略されるが，義符の心は残すべきだ；ただ

し類推の方法によって症，月乙（癒，臆）と書けば，心は省いてよい。同様に，
          ＠一2 O
董→蓼，憧→恪，遣→迭，遣→玖と簡略できる。
          ＠一2
 義符をとり除くのは，さっぱりした措置であるが，形声字によっては，そ

のことによって字義の混乱を生むものもある。だから筆画の簡易な義符で筆

画の繁雑な義符にかえるか，繁雑な義符を象徴的符号にかえるかである。財

→材，答→苔が前者で，焦，点，然，熟，二等め下の四点を横一に改めるの
           Ot-8
が後者の例である。

 12．声符を改める方法の一つは，筆画が簡単で表音の正確な声符でもって，

筆画の繁雑でしかも表音の不正確な声符に代替することである。その例：附，

結，葦（陵三篶）等。
  〈D-2

 その二は，ある（全部でない）同音異形の声符を形体の簡単で，表音の正

確な声高に合併することである。44）

駿，｝需辱を入に合併（②一・では杁としている）

霞一雫②一・〕

43）同上，1975．11．7。

44）同上，1975．11．7。
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駿，／轄夏を下に合併（＠一 2 '（'“ eま「「としている）

      ルル

寓一力②一1

藷一芳①
      寓，窃，利，床を力に合併
翠一物②一1

砥一迫②一1

 方法の第三は，いくつかの表音が正確で，筆画の簡易な声符を用いて，表

音の不正確な，筆画の繁雑な元の声符を分化させることである。

纂｝祭をオと叉に分化さ翻

 元からある形声字を改造するだけでなく，元来その他の方法で構成した漢

字を形声の方法で改造した例もある。

韮一荒①  疑一算②一2

盟一洪① 毅一勇②一・

 13．多くの形声字は，声曲の音符作用によって，字音上一つから他のもの

を類推でき，音を区別するのに便利である。夫から朕がわかるような例。こ

うした表音の便利さによって，形声字の発展はこれまで比較的はやく，また

その占める率も大である。漢字の中で，形声字は十中八九を占める。志，忌，

沈，和，桐（橡）等は，形声簡略を利用した例であるもこれらの字の声符は，
    ①
筆画の少ない常用字を採ってあるのみでなく，音声記号も正しい。（声調は一

致しないものもある）。45）

 14．形声字から着目して，新簡化字を正しく読ませる。感一志，原一屍，鼓
                               ①
一遍，慶一示等と簡略化し，それは干，元，古，下などの偏労から読むこと

ができる。46）

 15．75年12月，四川省大邑県察切八大隊小学のある人が「形声簡化字好」

という一文を書いている。たしかに形声の方法で簡略化される字は，その数

45＞同上，1974．12．25。

46）同上，1974．6．10。
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が多い。汲，忌，池，志，屍，窪等である。47）

 16．形声文字の原則に従い，ごく簡単な音符に入れかえられたいわば「新

形声文字」48》を再度とりだしてみる。その例：込，隼，机，扱，イ介，誹，送，

椋，杁，辻，近，朕，イ乙，'IZ］，快，怜（憐），症，枳，似など。

III．民間略字，会意三等

 中国文字改革委員会（当時），は，1956年の「漢字簡化方案」の段階で，合

計515字と54種の偏勇の簡略化を公表している。その簡略化の原則は，結局

次の六点49）になるようである：

 1．油団のころより民間で流通してきた略字は，なるべく広く採用する。

 2．「新形声文字」

 3．簡単な組み合わせによって，字画の少ない会意文字を作る。「新会意文

字」，その一部は民間の作字である。

 4．偏労をとり去って，簡単な古代の文字を復活させる。

 5．類推をなるべく広く働かせて，似た部分はすべて同じ形に略す。

 6．草書体にくずした字を採用する。

 1．の例：亦，各，辺，攻（墳），栽，当，劫，故，点，iEl，リヨ，故，区，

会など

 2．の例：（省略）

 3．の例：駄，埜，生，阻，明

 4．の例：k， ，多，エ，井，美，宇，天，余，左て，外，Al，画，手，

与，医，雨，奄，市，礼，朴，元，茉

 5．の例：又，侠，収，浪，碓，双，万，辺，尻，励，圷，述，杯，並，

，筐，姓

47）徐成森「関於cc再造新字”的問題」，『光明日報』1977．12．2。

48）藤堂明保『漢字の知恵』，徳間書店，1965年，267ページ。

49）同上書，265ページ。
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 6．の例：長，奈，友，冥，奨，灰，亜，需，屓，｛5i，多，乍， i，

 1．屯は甲骨文の中で，もともと雲の中のいなづまの象形である。上に雨

を加えたのは後のことである。午と舞は，同音同声調であるのみか，輪郭が

似ている。午は舞の最初の二画に末尾の二画を加えたようなものである。臥

伍は人が組むもので，隊の右側の最後の二画は人に似ていないだろうか。停

の右側最後の二画は丁のようである。伶イ丁は今はあまり使わないし，停は常

用字だから，大衆は仔で停に代えるよう求めた。最もよく使う字の筆画を最

も簡単にする，これが大衆の求める原則である。珪（鮭），双（漢），碓（難）
                     o
等。莫と革の労は，字形が近く形体の似た構造を一つの構造に同化，統一し

たものである。50）

 2．簡化字と簡化字の偏労を利用して，引き続き漢字を簡略化する。51）《簡

化字総表》第三表の簡化字1，754字のうち，たとえぼ僕，撲はイト，朴と略され

る。それなら当然のこと漢，ee，・蹉，撲も夕刻ト，卦，卦と簡略化すべきで

ある。また据，刷が現実に存在するのだから，遽，醸も逓，酷と簡略化して

よい。

 3．寺，侍，特は，草書楷書化の方法による。糞，4，屯，医などは，元

の字の輪郭あるいは特徴を留めた方法による。大衆の間で広く流行している

百，ダ等は，この方法による。簡単な筆画あるいは一字で，ある字の繁雑な
。

部分に代替させるのが符号化である。臥，双，市，鳳，几など。

 また“t又”一字で多くの複雑な構造を代表でき，筆記に便宜を与えている。

ヌ住，収，欧，対，姦，板，幼，夙，ヌ区，現，鴻，恨，｛又，桝，減，呈，双等

の例。二つ以上の筆画の簡単な字を意思として一字を構成するのが会意字で

ある。生，余などをみると，小土が生となり，三人が余をなすとの意味合が

含まれているようにみえる。52）

 4．類推の応用範囲を広げる。53）文字改革委員会（当時）等は，64年の「簡

50）韓紫竹「依罪群衆簡化漢字」，『漢字的整理和七化』。

51）前掲書，『漢字的整理和簡化』，11ページ。

52）同上書，15ページ。

53）同上書，18ページ。
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化字についての合同通知」の中でiτ多iの四つの偏心を除いて，その他の

偏労が独立して字となるときには，同様に簡略化すべきだと述べている。例：

掠，鯨，嫁はすでに簡略化されており，束画面を京，椋，琢と類推できる。
                        ＠一8
祥，税，炬があるから，灌，遣，遣，健などと簡略化できるであろう。
                 ＠一8
 化学元素のiト54）には，特定の言語環境がある。厭より，耀曜→妖日天。イ乙によ
                             o
り，‘臆→肌。庁迂から類推して，打，灯，仔，n7，汀，多了，訂などと簡略化

    Q'） ＠一80 ¢ ＠78＠一1する。なお宅了は，脚瞭の打，化学元素訂（No．44 Ru，1ilio， Rutheni㎜）と

与純忠几の打を兼ねることになる。「 芦などからゾが類推され，糞奇寺など
                      c）
から類推して，鼻，翼は鼻，翼となる。
           pt
 漆一沈，酒一夕，画一雫，厘一『，整一正，盒齢預一合直向などは，形体

の類化，表音要素の類化である。また簡化偏労の類推と象徴的筆画の運用も

考えられる。（言をiに略すことにより約300字簡略化される）だが類推は，

どこでも通用できるのではない。同じ寺（si）でもchi（持）， dai（待）， tさ（特），

shi（詩）， zhi（痔）…を表わす；同じchi音で也（池），寺（持），寓（魑）

多（修），台（答）等の形体で代表される。

 漢字の形体は，時間の推移につれて変化し，その数は，時間の流れにつれ

て増えている。正しくない類推は，漢字形体の混同をもたらすのみで，文字

系統の混乱をもたらす。駐（層）から類推して増を堤と略すとすれば，それ

は誤りである。塀はすでに壇などの簡体字だと規定されている（「方案」第一

表）。

 5．《説文》の中の一部の古文や奇字は，戦国の時期の簡体字である。禮は

古文では礼とし，棄は古文で奔（「方案」附録39字の一つ）とした。また無は

奇字で元とした。これらの現代に通用している簡体字は，六書の道理では説

明できないので，説文はそれらを奇字とした。これらは後世よく流行した。55）

 6．洪-，杁，宏，拓，下等は，大衆の間で流行している。人名・地名の中
         Cl） （1）

で見慣れない字があるが，常用字でできるだけ代替すべきである。例：部gao，

54）『新華字典』卦p6， No．84 Po Polonium。

55）前掲書，『漢字的整理和簡化』，22ページ。

150



1986年6月 伊井健一郎'：漢字簡略化の“大躍進”

Wt ying，毫b6，籟gan，鵯qi6nなど。漢字簡略化の仕事は，形体・数量と

もに簡素化し，次第た定形化・定数化をなしとげる必要がある。植字工程の

機械化実現のためにも通用漢字は5，000字以内に圧縮しなくてはならない，56）と

いわれる。

 7．異体字は，50年代に810組，1，865字のうちから1，055字がすでに廃棄さ

れた。だが現在なお1，000字近くが通用しており，これも引き続き整理しなく

てはならない。また現代漢語で不用の言語は淘汰されてよい。今では誰も貧

吃をtaotibの三三字で，溜迭をdi6 xiδの躁蹉字で書くことはない。成語の

艇而走随の艇でも，多くの人は挺と書いている。

 1956年から65年にかけて，国務院は県以上の見慣れない地名を37改めた。

・だが多くの地名は，なお改変の必要がある。安徽のb6（毫）県，山東のchf（在）

県，四川のkui県など。また5，000の非常用字の中には，数百の姓名専用字が

ある。Sft j i 50，テqi，'ee yti，蓋xln等。大衆がすでに肖（薫），代（戴）など

                         （1）
と代替している例もある。

 自然科学の術語にも難解な字があり，化学の名詞だけでも500～600字ある。

水素元素の同位素，気pie，気dao，気chuanなど，なんとつかみどころのな

いことか。

 また動植物の名称も一定の比重を占める。大衆は偏労をとり去って，波菜，

里亀，嬰武，三色などと書いている。二，三の実例をあげる。74年3月，広
       o
州と天津におけるレシートからひろったものである。

沈……第一表

ダ……第一表

考……拷を略している。

旦……第一表

熟……第二表の8

尋……尋となれば第一表だが，これは類似の例。

56）同上書，41ページ。
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 擬i声語の数も多い。純粋に音声を表わす字なら，漢語排音を普及させると

いう目標で，直接に併音で代替してもよい。57）

 8．表意の偏労という迷信を打破し，いくつかの偏労を合併し，いくつか

の偏勇をなくして，漢字の字数をへらすことができる。例：莉（茉莉），倒（伶

倒），痢（痢疾），髭（心乱），捌（捨鉢）→利；筐二二橿→匡；首蕎→目宿；

素引；科斗；ネネ→ネ；K口→口。

 多音節の外国語を単音節の中国語に翻訳すると，化学におけるようなわか

りにくい字が出てくることがある。研一帆f6n，破ai（No．85 At Astatium）

一州ai，締di-ifl diなど。多音節の外国語は次のように訳される：Gallium

嫁，Ruthenium ir， Tellur㎜締等。外来語は，複音節語に翻訳し，できる

だけ常用漢字を用いるかまたは漢語併音で書くとよい。58）

 9．一定の範囲内で，併音による漢字の代替は可能である。59）

a．擬声語と感嘆詞。曙埆～heiyo，畔～mie，ロ母～m，轍～hm，晴略～gudong。

b．外国の人名，地名専用字の音訳。媚．ni，梛na， mp ya，渉sha， ee ga，

 喀ka。

c．音訳外来語の専用漢字は，排音か原文通り転写する。二品～kafei，二二

 ～morfin，蒙pump，嫡～entropy，諾（No）～nobelium，卦（Po）

 ～polonium， iL（Ga）～gadolinium；有機化合物，茶～naftalen，砒碇

 ～piridin，ロ二品～prian，月米～amidin……。

d．その他の見慣れない字とか難字の例：吾晃～gala，齪～ganga，瘡癖，

 多乞多迭～geda，砧漉～gulu，緑礒～liuzhou，革兀革拉x・wula。

 10．“三大革命運動”の中で現われた新島化字の例60）：形声字，同音代替，草

書の楷書化の方法や類推が採用されている。照妖，忌唇，付品，敢男，池国，
                             ＠一30' O
汀 ，四球茜，匠子直土，二二（儒家），垂杢（重整），±±，吐，汗，庁，ff，

 o     o     o o ' o
57）同上書，46ページ。

58）同上書，51ページ。

59）同上書，63ページ。

60）武漢無線電接括元件廠労働者劉欣耕「文字是勢動人民創造的」，前掲書『深入批林批

 孔促進文字改革』。
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ウ（宣），沖（演），H，芒，岱（袋），口，井（警）。
    o     o
 11．農民の常用字の中で，書きにくく，覚えにくい字があり，簡略化が急

がれた。農業用具：梨，杷，櫻，鍵，据，砥石毒，韓輔，糎枷等，農業生産：

農耕，榜草，種変，櫻墾，積糞，樺穂等，家畜家禽：螺，馬，聰，猪，猫，

鶏，鵬等。勤労人民は，その必要性から多くの簡体字を創造した。61）たとえば，

衣，楼，達加，秩麦，根，下等，孕，鴻，鉄筑芽，物，初，杢＝……。
                      o  ＠                          o  o
 12．過去の反動的な支配者は，c（愚民”たちの創造と革新に対して，軽蔑し，

打撃を与え，否認しそして占有した。しかし簡体字，同音代替字は，民間で

大量に出現し，社会の底辺において流行した。これは唐宋以来の漢字発展の

主な内容である。人民の創造した簡体字の例は，国，献，辞，超，華，妹（nai）

などである。すでに廃止された古字を利用した例もある：蚕，虫，元（無）

等。62）

 13．簡略化は，漢字発展史の全過程において，終始主流の地位を占めてき

た。股周の銅器鋳造，金文中刻の奴隷労働者，秦代に民間で普遍的に流行し

た隷書の広範な創造者，そして下っては南北朝，唐の写本の書き手，宋元以

来の木版彫刻の労働者および歴代の文字を使った下層の大衆，彼らは大量の

簡化字を創造し，言語記録としての漢字の機能を高めた。多くの簡化字は今

日に至るもそのまま用いられている：63）回，宝，日寸，数，蓋，泪，来，含，

刻，國，元，灯，炉，礼奏（大部分が56年「方案」で採用された），枚挙にい

とまがない。

 14．ある人の統計によると，太平天国の公文経籍に現われた簡体字は，100

余ある。土地革命戦争と抗日戦争の時期，簡体字はまた革命根拠地と解放区

の軍隊・人民間で非常に流行した。今節っている捕炉（擁i護），干瓢等の字は，

解放字である。64）

61）山西省臨下県魏村公社和村大隊張庚酉，魏憲章「批判孔孟胆道継続簡化漢字」，同上

 書。

62）王伯煕，前掲論文，同上書。

63）南京大学中文系語言専門誌「“倉頷”就是群衆，群衆就是e槍頷”」，同上書。

64）北京大学中文系裏錫圭「人民群衆是漢字的創造者和改革者」，同上書。
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 15．大衆の漢字簡略化と漢字の規範化は，本来一組の矛盾であり，対立物

の統一である。新旧化字の出現は，勢いのよい潮流のごとく，誰たりとも押

えることはできない。沈，田，碓，粍，蕪，付（腐，傅，副），宙，イ文，雰（零）
               o                  o

等は，ある一地区とか一業種に限らず，広範な大衆的基礎ができている。

 大衆が創造する，そこには不可避的にいくらかの問題も現われるであろう。

ある人は増を柾とし，ある人は坂とする（ところが坂はすでに壇の簡体字で

ある）。大衆の漢字簡略化は，規範化の基礎であり，規範化は大衆の智恵を集

中し，文字統一を促進する必要条件である。当面は文字改革部門の審議決定

作業が追いつかない65）といえよう。

 16．外国語のように，印刷体と筆記体を決めよ，との提案もある。高一斎

                                ＠一5
事一辱，行一11，身一力，青一fの例。また特徴のある部分をとり，その他
  f：t“一s ＠一s （D
を省略する例：部一K，面一百，三一ヨ，街一i，筆画の少ない古体字，異
         01 O／ O O
体字，俗体字を借りて，筆画の多い字に代替する例：国一口，丙一塁，童一

章。66＞

2L）．一1

 17．いくつかの簡略化法があるが，いずれは規範化しなくてはならない。

展→1ヨ屋固戻，察→支一宜の例。一つの簡掻頭が異なるいくつかの字を表わ

す例：IIE一箱，藏，林一楼，柳。

 字を見て音のわかる字は，最も覚えやすい。たとえぼ，池，沈，洪，粍，

莞，芽，初，佃（儲）等。地方語によって簡略化されたが，すでに全国で通
      ／Ct li一 2

些しているもの：殖，柿等。規範化は，語の全体から考慮しなくてはならな

い：量球，葦墨水，当花，木田，市虫，干K，（苗肥）等。また幸牧午，兀全
               （i）
団などは，大衆がかなり，公認する合法的地位を得ている。規範化には，横

書きの便利さを考えるべきである。糞→米町，鼓→故か故あるいは古で代替す

る。

 18．常用字は簡略化する。羊，衣，谷のように，怖，拙（鋤茨），物（翠田），

洪（灌水），連（練刀），旦（鵡蛋）と簡略できる。鼎，稼，椅，稻，糠，括，

65）『光明日報』1974．4．10。

66）同上，1974．6．25。
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穂，割，燐酸等は，簡略化が待たれている。67）

 19．貧農，下層中農が始めて作った新簡化字。撒概一杵当；藍一当；被，

瀾一二；錬一釘；隆，隆一唆；童一陣；蓋，唐一占；滞一阯；鋳一娃，嬉，

蕎一碧；儒一跨；橡一箪；舞一昇等。これらは生き生きとした生活の息吹き
  c／）

にみちており，覚えやすくて書きやすい。68）

 20．包孕字の整理による字数精選。69）包孕字（包含字）の数は多く，《新華

字典》をざっと見ても160総理ある。このうち一種は，国字が一字音のみで乙

字の字音と同じもの。掠栓類のようなもので，同音包含字とよぶ。

 董跣jiゑn：手脚上的串～；蚕董的董不作研。

 勺杓shao：～子，鉄～；一升野葬的勺不作杓。

 滑猜hua：狡～；光滑，滑泳熱時不作猜。

 軍陣qi：～途，～視，岐山的岐不作岐。

 際際1ing：欺～，～空；水野的凌不作凌。

 麻麻ma：～木，～癖，～夙；大麻，麻子的麻不作麻。

 虜tS 1if：～掠；伐待俘虜的虜不作揚。

 va惨 chan：～染；搏扶的挽不作惨。

 壌塊gUi：～雨：象玉的石的礒不作魂。

 甲類字は，一般に大衆が習慣的に使っているのであり，筆画もいくらか少

なく，意味も明確である。よって甲類字を残すべきである（同音包含字は50

％以上占める）。だが特殊な情況もあり，塊は《廣韻》でも言われているが，

乙類字を残す。

 もう一種は，甲字にいくつかの字音があり，乙字とその中の一字音と含ま

れる意味が同じもの，扇煽煽の類のようなものを異音包含字と呼ぶ。

 A．夫efU㊤ fti，侠fa ：民～，拉～。

  曳IJ（∋hua㊤hua， ｝害huξi：～拳，

67）同上，1974．10．10。

68）同上，1974．9．25。

69）同上，1975．9．26。
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 没∈）m6i㊤mδ，残mδ：病～，

 漿Ojiang㊤ jiarig，糧精jiahg：～糊，

 卒OZti㊤ cti，埣。血：～不及防，

作ezu6㊤zu6㊤zu6，倣zuδ：～工，制～，

 岐e zhi㊤zi，磁z1：～～叫，

蚊（∋W6n㊤wen， ee wen：盆裂～，

泡Opao㊤pao， y9 pao：水～，

      ee pao：一～尿，

B．沈∈）sh6n㊤ ch6n，況ch6n：～没，

櫨（∋jian（：）k5n， 次kin：r］～，

句ejti㊤g6u，勾g6u：～引，

第25号

 A類の中で乙字は見慣れない，筆画の多い字が多く，甲字を残す（総数の

26％を占める）。B類の乙字は常用字である。だから乙字の読音と意味を残す

べきである。この作業のよい点は，山鼠を簡素化できることであり，異体字

の整理作業とも結合できる。三三は沈没とは書かず，沈は沈阻（Sh6nyang）な

どの地名か人名のみにsh6nとして用いられる。

 21．正式に公布された簡化字は，大衆の問に深く根をおろし，人民大衆の

創造した新簡化字は，雨後の筍のように成長している。70）その例：学恪，奎凡，

di乙立，井悔，梵炭，贋号，面戸，拓秤，池田，ヌ帥毛，黄沈，破劫。また筆記
                           o
の際には，次のような字が大量に使われている：荊倫，年令，殖没，比茜，

午助等。

 22．漢字の筆画をへらす問題と同時に，字数をへらすことは，極めて重要

であり，「当面の漢字簡略化の重点たるべき」71）だとも言われる。中国科学院は，

《新華字典》（71年修訂重謡本）の7，000字近くを印刷・植字・刻字関係者の

協力のもと，3，100余字にへらすという最初の試みをしている。

 とりわけ自然科学分野における新造字の問題は，その精選・簡素化が強調

70）同上，1975．8．10。

71）同上，1977．8．12。
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される。ところが同音代替によってこれを解決しようとすると，次のような

混乱も発生する。黒字のようなものは話ことばでは，使いにくい：72）喫。迭耐石

里有軸，評説序袖一能。”等は，軸（No．92 Uranium）なのか油なのかまぎら

わしい。こうした例は，別途方策を考える挙要があろう。

 字数の増加をくいとめる抜け穴73）はいくつかあるが，まず現実に通用してい

る字があれば，別に新字を作らないことである。たとえば舶，舳，梶は，船

首，船中，船尾でよい。74）次に，意味の近い字で代替できるなら，新字を作っ

たり，古字を調べたりしなくてよい。例：gedaはすべて略嗜でよい。その三，

意味が混同しない情況のもとでは，同音字で代替する。そして感嘆詞，連綿

詞などのいくつかは，併音字母で代替してよい。《阿Q正伝》がその例である。

見た目になじまないと心配するにおよぼず，慣れたらなんでもないかもしれ

ない。

 早耳若は，72年《紅旗》第四期75）で述べているが，文字改革の仕事に従事す

る人は，民間の簡化漢字にたえず注意し，とれるものはとり入れ，随時おし

広めるべきである。だが大衆から遊離した造字は，当然だめである。毛沢東

も「党外股に反対しよう」76）（1942．2）で，互，毎（工，人）を引合に出して

．勝手な造字に反対している。

IV結びにかえて

1950年代後半から77年末にかけては，政治的，経済的そして思想面でも大

72）同上，1977．11．18。

73）同上，1977．12．2。

74）同上，1977．11．18。

75）郭沫若「急様看待群衆中新流行三二二字？」（1972．3．23）。『紅旗』編集部宛の遼寧

 省本漢市炭鉱労働者，崔振声の質問に対し，同誌は郭沫若子の返事を掲載した。

76）『毛沢東選集』第三巻，外文出版社，1968年，74ページ。「党内股の第三の罪状は，

 的なくして矢をはなち，対象を見ずである。」スローガンを書いた人は，tt工人”をこ

 のように城壁に書いているが，多分民衆に見せまいと誓いをたてたのだろう，と毛沢

 東は皮肉っている。
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きく左右にゆれた時期であった。その時点における政治の動向は，文字改革

という重大な国策にも当然影響をおよぼす。

 竹内実氏によると，77）この期間は，百家争鳴展開とひきしめ，二つの路線の

せめぎあい，文化大革命，文革附子脱文革派の抗争，毛沢東以後とじぐざぐ

の政治路線が描かれる。郡小平氏2回目の復活（'77．7）直後だが，第二次漢

字簡化方案（草案）はそそくさと公表されたのであろうか。それ以降のこと

についての委員会の対応をみると，そのようにしか思えない。

 一度出されたものが正式には，どんな形で姿を現わすのか期待も大きかっ

た。しかしもちろん中国内外の不安や反対も少なくなかった。今年になって，

教育部などと同様，文字改革委員会も新たな任務を担うべく，機構の名称が

変えられた。国家語言文字工作委員会という国務院直属の機構である。そこ

では21世紀に向けて言語・文字について，研究と活動が真剣に進められるで

あろう。

 今年早々，55年以来30年ぶりの第二次の全国語言文字工作会議が開かれた。

第二次漢字簡化方案（草案）の問題も含めて，漢字簡略化のことは未解決で

あった。さらに簡略化を進めるか，これまでにして使用停止するか，二つの

異なる意見があったし，今後もあり続けるであろう。

 64年に「総表」として出された2，230余の簡体字は，たしかに便宜をもたら

した。それ以前の「平均字画は15．6画だった。簡習字は繁体字に比べて一字

あたり平均5．3画へった。」78）平均10．3画という筆画は，当初の目標に近いもの

だといえる。しかし簡略化された字は，必ずしも必要なものばかりがされた

のでなく，必要だが着手されなかった字もあるようだ。

 「138字は構造がむつかしく，筆画が多すぎることにより，コンピューター

の15×16ドットからなる240ドットのワクに入力することができない」79）。これ

らの字は簡略化がさし迫って必要とされるそうである。

77）NHK市民大学『現代中国への視点』，1986年1-3月，36ページ。

78）余章瑞「當前語言文字改革問題」，『人民日報』（海外版）1986．2．13。

79）同上紙。
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 簡略化が不必要だとする考えは，簡化字がふえれば，ますます負担がふえ

る，ということによる。ひき続き簡略化すると，既存のまた今後出版予定の

大型の辞典・字典・百科全書の再版やコンピューター入力方式の問題などの

ため，大きな浪費や困難が生ずるという。

 理論的には合致した部分があるにせよ，そしてたしかにいくつかの簡略字

は，ならわしによって実際に使われていて（約定俗成）も，文字応用の安定

性を考慮にいれて，今回は使用停止になったようである。簡略化に問題を含

んでいるのであれば，それはむしろ棚上げにして，より現実的な課題にとり

くむのが上策ということになった。

 言語文字は発展するものである。その発展法則にしたがい，自然にさから

わず，情勢に応じて有利に導くのでなければならず，また相対的な安定性が

なければならない。文字改革は成功を焦ってはならず，今後の漢字簡略化は

より慎重で危げないようにしなければならない。

 30年来の言語文字工作を総括する会議が開かれた今日の情況は，まさに新

段階を迎えたといえよう。当面の主要な任務として『光明日報』の「評論」80）

は，次下の四点をあげる：

1．中国語の規範化の仕事を立派に行ない，共通語を大いにおし進め積極的

 に普及させる。

2．現行の漢字を研究し整理し，関連する基準を制定する。

3．中国語漢字情報処理関連の問題を研究し，言語文字の基礎研究と応用研

 究を強化する。

4．社会調査と社会諮問，サービス活動を立派に行なう，等。

 これらの任務を達成することは，そう容易ではない。指導者と民衆との信

頼感による奮斗がなければならない。最近は，繁体字や略字，誤字の乱用が

ひどく，容認しがたいところまできているといわれる。それゆえに，中国語

の基本用字表や常用字表を定め，漢字の筆順，部首，構造などの規範化も急

がれている。

80）『光明日報』1986．1．7。
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 文字改革の最重点課題が共通語の普及だとしても，漢字の問題や漢語併音

（ローマ字つづり）の普及の問題などもあわせて進めなければ，その実はあ

げられないであろう。

 なにはともあれ，簡略化停止や共通語の普及が委員会で決定された以上，

十億一丸となって進むべく，宣伝教育がなされるであろう。そのことは「四

つの現代化」建設を促進こそすれ，後退させるものではないはずだ。漢字の

簡略化は，国家の大事業が一応の成果を生んだ時点で，再度検討されるのか

もしれない。そのときには併音の問題もまたいくらか前進がみられるであろ

う。

 本稿は，1958年からのcc大躍進”に準えて，たとえ2％から3％の成果で

あれ，全面否定の愚挙にでないようにと，過去の先輩たちの思い入れをいく

らか挙げて，考えてみたものである。
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